
(1)　第366号 令和５年５月発行新潟県山岳協会ニュース

会　　長　稲田　春男

事 務 局　伊藤　明徳

会報編集　大場　　勲新潟県山岳協会ホームページ　http://niigata-ksk.sakura.ne.jp

登 山 計 画 書 を 出 し ま し ょ う

令
和
５
年
４
月
８
日
（
土
）
11

時
か
ら
、
長
岡
市
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
長
岡
２
階
柏
の
間
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
理
事
長
か
ら
評
議
員
数
43

名
の
と
こ
ろ
、
出
席
18
名
、
委
任

状
提
出
18
名
、
計
36
名
で
過
半
数

を
超
え
た
と
報
告
が
あ
り
、
評
議

員
会
は
成
立
し
た
。

次
に
稲
田
会
長
か
ら
次
の
よ
う

な
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
日
頃
か
ら
、
協
会
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

て
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
昨

年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
コ

ロ
ナ
に
苦
労
さ
れ
た
１
年
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
ま
し
て
、
委
員
長
さ
ん
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
色
々
な
行

事
が
復
活
し
て
お
り
ま
す
。

弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
も
開

催
さ
れ
、
今
ま
で
鹿
児
島
国
体
が

コ
ロ
ナ
で
中
止
又
は
延
期
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
鹿
児
島

で
行
い
ま
す
。

北
信
越
国
体
の
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
、
新
潟
県
が
当
番
で
、

７
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）

に
新
潟
市
の
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
４
で
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
度
、
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
は
、
全
日
本
登

山
大
会
が
新
潟
県
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
、
延
期
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
千
葉
の
次
は
新
潟
と
い
う
こ

と
で
、
来
年
の
９
月
に
予
定
通
り

湯
沢
町
の
周
辺
の
山
を
会
場
と
し

て
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺 

茂
登
山
普
及
委
員
長
を

中
心
に
早
急
に
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
対
応
し
て
行
く
所
存
で

す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
元
の

よ
う
な
静
か
な
生
活
に
戻
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。」

議
長
に
長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
片
桐
一
夫
氏
を
選
出
。

上
程
さ
れ
た
以
下
の
各
議
案
に

つ
い
て
議
事
が
進
行
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
「
新
潟
県
山
岳
協

会
の
規
約
改
正
に
つ
い
て
」
が
、

会
報
編
集
委
員
会
を
復
活
さ
せ
る

た
め
規
約
を
改
正
す
る
こ
と
で
可

決
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
「
令
和
５
年
度
役

員
に
つ
い
て
」
が
以
下
の
内
容
で

可
決
さ
れ
た
。

（
参
与
）

遠
藤 

俊
一
、
廣
井 

博
行
、
諏

訪 

恵
一
の
３
氏
が
新
た
に
参
与

に
就
任

（
副
会
長
） 

指
導
技
術
委
員
長 

堀
口 

寿
彦

氏
が
副
会
長
を
兼
務

自
然
保
護
委
員
長 

伊
藤 

直
氏
、

登
山
普
及
委
員
長
渡
辺 

茂
氏
が

副
会
長
を
兼
務

（
会
報
編
集
委
員
長
） 

副
理
事
長 

大
場 

勲
氏
が
会
報

編
集
委
員
長
を
兼
務

（
副
理
事
長
）       

玉
木 

大
二
朗
氏
が
副
理
事
長

に
就
任

（
理
事
）           

山
田 

真
史
氏
が
理
事
に
就
任

（
監
事
）           

佐
藤 
博
氏
が
監
事
に
就
任

（
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
協
会
役
員
）

自
然
保
護
委
員
会
常
任
委
員
に

伊
藤 

直
氏
が
就
任

「
新
役
員
挨
拶
」

新
役
員
を
代
表
し
、
玉
木
新
副

理
事
長
が
挨
拶

「
前
副
会
長
挨
拶
」

前
副
会
長
３
名
（
遠
藤 

俊
一

氏
、
佐
藤 

博
氏
、
廣
井 

博
行
氏
）

を
代
表
し
、遠
藤 

俊
一
氏
が
挨
拶

第
１
号
議
案
「
令
和
４
年
度
事

業
報
告
及
び
会
計
報
告
に
つ
い

て
」
が
以
下
の
内
容
で
可
決
さ
れ

た
。

（
１
）
各
専
門
委
員
会
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告

「
指
導
技
術
委
員
会
」

 

（
堀
口
委
員
長
）

・ 

日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
協
会
指
導
委
員
総
会
兼

研
修
会
（
ズ
ー
ム
で
実
施
）

・
岩
登
講
習
会
を
日
帰
り
で
実
施
。

・ 

冬
山
講
習
会
は
、
コ
ロ
ナ
を
考

慮
し
中
止
。

・ 

公
認
指
導
者
登
録
更
新
の
た
め

の
義
務
研
修
会
を
実
施
。

「
遭
難
対
策
委
員
会
」

 

（
中
村
委
員
長
）

・ 

第
１
回
安
全
登
山
講
習
会
研
修

令
和
５
年
度
評
議
員
会
を
開
催
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会
を
17
名
の
参
加
で
実
施
。

・ 
第
２
回
安
全
登
山
講
習
会
研
修

会
は
、
悪
天
候
で
中
止
。

・ 

第
３
回
安
全
登
山
講
習
会
研
修

会
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
18
名

で
実
施
。

「
自
然
保
護
委
員
会
」

 

（
伊
藤
委
員
長
）

・ 

大
規
模
な
ト
レ
ラ
ン
大
会
が
、

新
潟
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ
に

よ
り
浅
草
岳
、
守
門
岳
、
粟
ケ

岳
で
開
催
さ
れ
た
が
、
山
岳
会

の
絶
大
な
る
協
力
を
得
て
監
視

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

 

新
潟
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ
は
、

今
後
も
ト
レ
ラ
ン
大
会
を
や
る

つ
も
り
。

　

 

県
環
境
対
策
課
、
新
潟
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ
、
県
山
協
と
で

意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

・ 

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
自
然
保
護
委
員
会

総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

・ 

令
和
４
年
度
北
信
越
５
県
連
絡

協
議
会
に
参
加

「
競
技
委
員
会
」 （
田
中
委
員
長
）

・ 

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
が
治
ま
っ
た

た
め
、
例
年
並
み
の
行
事
を
全

て
実
施
出
来
た
。

・ 

と
ち
ぎ
国
体
が
３
年
振
り
に
開

催
さ
れ
た
。

・ 

小
中
学
生
の
リ
ー
ド
大
会
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
が
３
年
振
り

に
開
催
さ
れ
た
。

・ 

４
月
24
日
に
新
潟
カ
ッ
プ
が
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
の
み
で
開
催
さ
れ

た
。

　

リ
ー
ド
の
方
も
今
後
何
と
か
し

た
い
。

「
登
山
普
及
委
員
会
」

 

（
渡
辺
委
員
長
）

・
4
月
21
日 

　

日
向
倉
山　

参
加
者
21
名　

・
6
月
19
日　
　
　

　

平
標
山　
　

参
加
者
24
名　

・
10
月
1
日
～
2
日　

　

平
ケ
岳    

参
加
者
26
名

　

子
ど
も
登
山
教
室
は
、
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
中
止
。

「 

弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
委
員

会
」 

（
楡
井
委
員
長
）

７
月
25
日
当
日
は
、
山
頂
で
の
記

念
講
演
と
し
て
稲
田
会
長
か
ら
講

演
し
て
頂
き
、
１
５
１
名
の
参
加

が
有
っ
た
。

「
会
報
編
集
」（
遠
藤 

俊
一
）

　

令
和
４
年
度
は
、
昨
年
の
５
月

か
ら
６
回
発
行
。

（
２
）
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報

　

告　

（
井
口
会
計
担
当
）

（
３
）
監
査
報
告
（
諏
訪
監
事
）

　

第
２
号
議
案
「
令
和
５
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
」
が
以
下
の
内
容
で
可
決
さ
れ

た
。

（
１
）
各
専
門
委
員
会
の
事
業

　

計
画
・
予
算
（
案
）

「
指
導
技
術
委
員
会
」

 

（
堀
口
委
員
長
）

・ 

６
月
に
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
指
導
委
員

総
会
兼
研
修
会
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
予
定
。

・ 

６
月
18
日
、
岩
登
講
習
会
を
予

定
。

・ 

２
月
17
日
～
18
日
、
冬
山
講
習

会
を
予
定
。

・ 
６
月
の
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
指
導
委
員

総
会
兼
研
修
会
に
は
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
関
係
者
の
参
加

も
見
込
ま
れ
る
。

「
遭
難
対
策
委
員
会
」

 
（
中
村
委
員
長
）

・ 

例
年
通
り
３
回
の
安
全
登
山
講

習
会
研
修
会
を
予
定
。

　

第
１
回　

６
月
下
旬　
　

　

第
２
回　

10
月
下
旬　

　

第
３
回  

３
月
中
旬

「
自
然
保
護
委
員
会
」

 

（
伊
藤
委
員
長
）　　
　

・
６
月
18
日　

　

春
季
自
然
保
護
研
修
会

・ 

６
月
下
旬
に
新
潟
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ナ
ー
ズ
が
ト
レ
ラ
ン
大
会
を

行
う
予
定
。

　

 

監
視
を
行
う
の
で
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

・ 

保
久
礼
小
屋
の
登
山
道
が
荒
れ

て
お
り
、
新
潟
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ナ
ー
ズ
か
ら
補
修
の
提
案
が
来

て
い
る
。
協
力
し
て
や
っ
て
行

き
た
い
。

「
競
技
委
員
会
」（
田
中
委
員
長
）

・ 

７
月
に
北
信
越
国
体
を
新
潟
で

行
う
。

　

 

北
信
越
国
体
に
関
連
し
て
４
月

１
日
の
ビ
レ
ー
講
習
会
に
６
名

参
加
し
た
。

・ 

５
月
20
日
の
北
信
越
５
県
代
表

者
会
議
も
、
北
信
越
国
体
会
場

を
案
内
し
な
が
ら
各
県
代
表
者

に
説
明
す
る
会
議
に
な
る
。

・ 

目
新
し
い
も
の
と
し
て
は
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
会
を
３
回
組

ん
だ
。
小
学
生
低
学
年
に
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
。

「
登
山
普
及
委
員
会
」

 

（
渡
辺
委
員
長
）

・
5
月
21
日 

　

飯
豊
連
峰 

大
境
山  　
　
　

・
9
月
2
日
～
3
日

　

海
谷
山
塊　

駒
ヶ
岳  　
　
　

・
11
月
3
日 

　

六
日
町 

金
城
山   　

  

・ 

上
越
、
中
越
、
下
越
と
区
域
分

け
し
た
。

「 

弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
委
員

会
」 

（
楡
井
委
員
長
）

　

昨
年
は
１
５
１
名
の
参
加
だ
っ

た
が
、
今
年
は
き
め
細
か
く
周
知

し
て
参
加
者
を
募
り
た
い
。
２
０

０
名
を
目
標
と
し
て
頑
張
り
た
い
。

「
会
報
編
集
委
員
会
」

 

（
大
場
委
員
長
）

　

令
和
５
年
度
も
、
前
年
同
様
５

月
か
ら
隔
月
の
６
回
発
行
を
予
定
。

（ 

２
）
令
和
５
年
度
収
支
予
算

（
案
） 

（
伊
藤
事
務
局
長
）

（ 

３
）
令
和
５
年
度
新
潟
県
山
岳

協
会
事
業
計
画
概
要

 

（
伊
藤
事
務
局
長
）

そ
の
他

賛
助
会
員
20
年
が
、
橋
本 

正

巳
氏
、
藤
巻 

道
夫
氏
の
２
名
。

賛
助
会
員
10
年
が
、
今
井
理
事

長
１
名
。

以
上
３
名
を
代
表
し
、
橋
本 
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正
巳
氏
へ
稲
田
会
長
よ
り
感
謝
状

を
贈
呈
。 

（
文
責　

大
場　

勲
）

（�

橋
本�

正
巳
氏
へ
稲
田
会
長
よ

り
感
謝
状
を
贈
呈
）

去
る
、
３
月
19
日
（
日
）
長
岡

市
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
Ｃ-

Ｂ

Ｏ
Ｘ
に
お
い
て
、
第
４
回
新
潟
県

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
小
中
学
生

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。し

ば
ら
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

出
来
な
か
っ
た
た
め
、
３
年
振
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

種
別
を
、
小
学
生
低
学
年
、
小

学
生
高
学
年
、
中
学
生
男
子
、
中

学
生
女
子
の
４
種
別
と
し
、
新
潟

県
内
に
限
ら
ず
、
北
信
越
５
県
及

び
隣
接
県
の
群
馬
県
、
福
島
県
、

山
形
県
の
協
会
、
連
盟
に
も
要
項

を
送
付
し
募
集
し
た
。

全
国
的
に
は
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

人
気
の
高
ま
り
か
ら
、
大
会
定
員

が
直
ぐ
に
埋
ま
り
、
参
加
す
る
こ

と
自
体
難
し
い
状
況
も
あ
る
中
で
、

今
大
会
は
、
参
加
者
１
７
名
、
内
、

県
外
選
手
３
名
、
小
学
生
低
学
年

種
別
１
名
、
中
学
生
男
子
種
別
０

名
、
中
学
生
女
子
種
別
２
名
で
、

新
潟
県
内
の
小
学
生
低
学
年
、
中

学
生
選
手
が
少
な
い
こ
と
を
痛
感

し
た
。

予
定
よ
り
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
こ
と
と
、
セ
ッ
タ
ー
が
頑
張
っ

て
予
定
以
上
の
課
題
を
作
成
し
て

く
れ
た
こ
と
か
ら
、
要
項
で
は
、

４
分
×
４
課
題
だ
っ
た
が
、
急
遽
、

選
手
の
了
解
を
取
り
、
５
分
×
５

課
題
に
変
更
し
て
行
っ
た
。

選
手
か
ら
は
、
多
く
の
課
題
を

長
く
ト
ラ
イ
出
来
て
良
か
っ
た
と

の
反
応
だ
っ
た
。

競
技
は
、
小
学
生
低
学
年
か
ら

始
め
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
方
式

で
、
５
分
毎
に
次
々
に
選
手
が
ト

ラ
イ
し
て
行
く
の
で
、
５
人
の
選

手
が
同
時
に
競
技
を
し
、
そ
れ
を
、

今
回
は
、
有
観
客
、
応
援
可
能
と

し
た
た
め
、
観
戦
の
父
兄
等
が
応

援
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

課
題
も
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
保

持
系
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

系
ま
で
多
彩
で
、
選
手
に
は
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
と
思
う
。

大
会
終
了
後
に
は
、
ジ
ム
の
好

意
に
よ
り
、
自
由
に
登
る
時
間
を

設
け
て
頂
き
、
選
手
達
は
、
セ
ッ

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
選
手
同
士

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
時
間
を
忘
れ

て
楽
し
ん
で
い
た
。

そ
の
様
子
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
原
点
だ
な
と
、

あ
ら
た
め
て
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

今
回
の
大
会
か
ら
、
主
催
者
と

し
て
、
新
潟
県
内
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
人
口
拡
大
、
選
手
強
化
の
課
題

も
見
え
て
き
た
、
今
後
、
課
題
解

決
の
た
め
、
様
々
な
施
策
に
繋
げ

て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

最
後
に
、
会
場
を
提
供
し
て
く

れ
た
、
Ｃ-

Ｂ
Ｏ
Ｘ
様
と
、
課
題

セ
ッ
ト
と
試
登
で
協
力
し
て
く
れ

た
、
新
潟
県
代
表
選
手
、
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◇
期
日
・
天
候
　

　

令
和
５
年
３
月
19
日
（
日
）

　

８
時
00
分
～
16
時
00
分 

晴
れ

◇
会
場

　
 

五
泉
市
白
山
１
０
１
２
ｍ
山
頂

付
近　

尾
根
コ
ー
ス
往
復 

新

潟
山
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
「
１

Ａ
」
初
級
者
レ
ベ
ル

◇
参
加
者　

18
名
（
講
師
含
む
）

◇
研
修
の
概
要

８
時
00
分 

「
黄
金
の
里
会
館
」

駐
車
場
集
合
、
受
付
開
始
。

８
時
20
分　

開
会
式　

新
潟
県
山
岳
協
会
遭
難
対
策
委

員
長　

中
村
政
道
氏
（
新
潟
稜
友

会
所
属
）
よ
り
挨
拶
。

前
日
の
天
気
、
当
日
以
降
の
天

気
予
報
の
変
化
か
ら
山
の
様
子
を

予
測
し
て
お
く
。
磁
北
線
を
入
れ

た
地
形
図
を
用
意
す
る
。（
拡
大

す
る
場
合
は
距
離
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
お
く
）
地
形
図
を
正
置
す

る
（
地
図
の
正
置
は
基
本
）。
現

在
地
と
向
か
う
方
向
や
登
山
道
、

地
形
を
確
認
す
る
。

８
時
50
分　

出
発　

先
頭　

中

村
政
道
氏　

最
後
尾　

島
伸
一
氏
。

９
時
00
分　

尾
根
線
と
田
村
線

の
分
岐　

読
図　

沢
や
送
電
線
は
、

鉄
塔
は
目
印
に
な
る
。
等
高
線
か

ら
勾
配
を
予
測
す
る
。

９
時
13
分　

１
合
目　

等
高
線

か
ら
４
６
２
ｍ
地
点
ま
で
の
標
高

差
を
確
認
。
日
頃
か
ら
自
分
の
登

山
ペ
ー
ス
を
把
握
し
て
お
く
。（
安

全
な
登
山
計
画
、
登
山
中
の
行
動

予
測
に
役
立
つ
）

第
４
回
新
潟
県

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権

小
中
学
生

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
選
手
権

 

第
４
回
競
技
委
員
長

 

田
中
　
勉
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10
時
00
分　

３
合
目　

読

図　

白
山
山
頂
方
向
と
こ
れ
か

ら
の
登
山
道
を
確
認
す
る
。
そ
の

他
指
導　

危
急
時
対
策
で
ツ
エ
ル

ト
の
代
用
と
し
て
フ
ラ
イ
シ
ー
ト

と
ポ
ー
ル
は
設
営
が
簡
単
で
良
い
。

グ
ル
ー
プ
で
の
行
動
は
分
か
れ
て

は
い
け
な
い
。「
先
に
行
っ
て
く

れ
」
は
ダ
メ
、
一
人
に
し
な
い
。

10
時
53
分　

５
合
目　

途
中
の

積
雪
が
あ
る
登
山
道
で
キ
ッ
ク
ス

テ
ッ
プ
を
練
習
す
る
。

11
時
05
分　

標
高
６
２
０
ｍ
付

近　

尾
根
の
分
岐
地
点
で
道
迷
い

多
発
地
点
。
現
在
地
の
確
認
は
地

形
図
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
・

高
度
計
な
ど
色
々
な
も
の
で
行
う

と
、
よ
り
正
確
に
な
る
。

11
時
35
分　

標
高
８
０
０
ｍ
付

近　

道
迷
い
多
発
地
点
で
ピ
ン
ク

テ
ー
プ
は
あ
る
が
、
視
界
が
悪
い

と
き
は
コ
ン
パ
ス
と
地
図
読
み
が

重
要
に
な
る
。

11
時
55
分　

標
高
９
５
０
ｍ
付

近　

昼
食
休
憩
。（
山
頂
を
目
指

す
方
は
12
時
30
分
ま
で
に
戻
る
こ

と
）12

時
30
分　

急
登
及
び
急
な
ト

ラ
バ
ー
ス
で
ロ
ー
プ
を
使
用
し
安

全
に
通
過
す
る
研
修
。（
簡
易
ハ
ー

ネ
ス
＋
カ
ラ
ビ
ナ　

ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
：
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ヒ
ッ
チ
な
ど
）

ピ
ッ
ケ
ル
を
使
用
し
た
滑
落
停
止

姿
勢
の
確
認
。（
ピ
ッ
ク
の
位
置

は
肩
の
位
置
で
構
え
る
。
出
来
る

だ
け
早
く
止
め
る
。
歩
く
と
き
は

危
険
を
意
識
し
、
心
の
準
備
を
し

て
お
く
。）

14
時
00
分　

下
山
開
始　

必
ず

下
山
前
に
地
形
図
と
コ
ン
パ
ス
で

下
山
方
向
を
確
認
す
る
。
ア
イ
ゼ

ン
歩
行
の
練
習
。

14
時
20
分　

７
合
目 

ア
イ
ゼ

ン
取
り
外
し
。
読
図　

進
む
方
向

の
確
認
。

16
時
00
分 

「
黄
金
の
里
会
館
」

駐
車
場
着
。

閉
会
式
挨
拶　

中
村
氏
よ
り
。

残
雪
期
の
安
全
登
山
に
今
回
の
研

修
を
役
立
て
て
ほ
し
い
。
配
布
資

料
は
帰
宅
後
の
復
習
に
。

◇
感
　
想

初
級
者
を
対
象
と
し
た
残
雪
期

の
安
全
登
山
研
修
会
講
習
会
に
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

18
名
で
す
が
半
数
近
く
の
方
は
か

な
り
の
技
術
と
経
験
を
お
持
ち
の

方
で
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
遭
難
対
策
委
員

長
・
講
師
の
中
村
氏
か
ら
２
月
４

日
の
米
山
で
行
方
不
明
に
な
っ
た

方
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

方
は
２
月
６
日
に
大
平
コ
ー
ス
登

山
道
か
ら
は
ず
れ
た
米
山
川
の
沢

沿
い
で
遺
体
と
し
て
発
見
さ
れ
、

死
因
は
低
体
温
症
だ
っ
た
そ
う
で

す
。新

潟
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協

議
会
で
県
警
に
経
緯
を
聞
い
た
と

こ
ろ
詳
し
い
返
答
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
原
因
は
滑

落
と
道
迷
い
が
考
え
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

２
月
４
日
、
米
山
周
辺
の
天
気

は
晴
れ
予
報
だ
っ
た
も
の
の
上
の

方
は
ガ
ス
が
か
か
っ
て
い
た
そ
う

で
道
迷
い
の
可
能
性
が
高
い
と
の

お
話
で
し
た
。

今
日
も
天
気
は
晴
れ
予
報
で
も
、

前
日
に
白
山
周
辺
は
雨
が
降
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
上
の
方
で
は
新

雪
が
積
も
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
予
測
す
る
こ
と
が
大
切
と
お

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

雪
の
あ
る
時
の
山
は
、
な
い
時

の
山
よ
り
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
を

頭
に
入
れ
、
装
備
の
準
備
や
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
平
野
部
で
大
雪

に
な
り
ま
し
た
が
、
山
間
部
で
は

例
年
よ
り
積
雪
が
少
な
い
よ
う
で

す
。
３
合
目
か
ら
部
分
的
に
登
山

道
に
残
雪
が
出
て
き
ま
す
が
完
全

な
積
雪
状
態
は
７
合
目
付
近
か
ら

で
し
た
。

積
雪
が
あ
る
と
こ
ろ
で
キ
ッ
ク

ス
テ
ッ
プ
や
ア
イ
ゼ
ン
歩
行
、
９

合
目
付
近
で
ピ
ッ
ケ
ル
の
使
い
方

と
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
通
過
す
る

研
修
、
所
々
で
コ
ン
パ
ス
ワ
ー

ク
・
読
図
の
指
導
を
受
け
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
ピ
ッ
ケ

ル
の
講
習
は
受
け
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
中
村
氏
の
滑
落
停

止
姿
勢
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
地
の
把
握
は
難
し

く
、
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
と
読
図

は
繰
り
返
し
練
習
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
習
会
は
技
術
習
得
の

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
の
方
々

と
お
話
も
で
き
楽
し
い
１
日
で
し

た
。
山
頂
は
眺
望
が
良
く
、
下
山

の
登
山
道
で
は
朝
は
咲
い
て
い
な

か
っ
た
イ
ワ
カ
ガ
ミ
・
イ
ワ
ウ
チ

ワ
が
初
々
し
く
春
を
告
げ
て
い
ま

し
た
。

ご
指
導
頂
い
た
遭
難
対
策
委
員

長
・
遭
難
対
策
委
員
の
講
師
の
方

を
は
じ
め
、
新
潟
県
山
岳
協
会
の

皆
様
、
安
全
登
山
講
習
会
を
開
催

し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
有
意
義
な
１
日
に
な
り
ま

し
た
。

講
習
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
登

山
で
き
た
の
は
、
同
行
し
た
参
加

者
の
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
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　（日 時） 令和５年３月18日（土）９：00～12：00
　（場　所）長岡さいわいプラザ305号室
　（出席者）19名

１　会長挨拶（稲田会長）
　登山月報にアジア山岳連盟30周年大会が新潟県で開催されるという記事が掲載されたが、新潟県山岳協会
へＪＭＳＣＡから開催依頼は来ていない。
この件については議題の中で詳細な説明がある。

２　議　題（議長：稲田会長）
（１）加盟団体入退会の承認（今井理事長）
　　 　令和４年度に６団体が退会（小千谷ハイキングクラブ、和島マウンテンクラブ、見附山岳会、新潟ク

ライマーズソサエティ、越後ハイキングクラブ、越後吉田山岳会）
（２）規約の改正について（今井理事長）
　　　第八章（専門委員会）第32条に会報編集委員会を追加
（３）令和５年度役員について（今井理事長）
（４）令和４年度各専門委員会事業報告及び決算報告
　　「指導技術委員会」（堀口委員長）
　　　・岩登講習・研修会を、６月19日に新発田市杉滝岩で実施。
　　　・冬山講習会は、コロナを考慮し中止。
　　「遭難対策委員会」（中村委員長）
　　　　３月19日に残雪期第３回安全登山講習会を予定。
　　「自然保護委員会」（伊藤委員長）　　　
　　　　 トレラン大会が、粟ケ岳、守門岳、浅草岳で開催。山岳会の協力を得て監視を実施。今後も、引き

続き監視活動を続けて行く。
　　「登山普及委員会」（渡辺委員長）
　　　　 ４月21日「日向倉山」参加者21名、６月19日「平標山」参加者 24名、10月１日～２日「平ケ岳」

参加者 26名、２月11日 登山普及情報交換会
　　「競技委員会」（田中委員長）
　　　　12月10日～11日　北信越強化練習会　（会場）新潟市ＣＡＭＰ４
　　   　３月11日　        理事長・ＧＭ会議  （会場）新潟市
　　　　３月19日　        小中学生クライミング大会（ボルダリング） （会場）長岡 C-BOX
　　　・今年度はコロナが治まったため、例年通りの全ての行事が実施出来た。
　　「弥彦山たいまつ登山祭委員会」（楡井委員長）
　　　・ 150名が山頂に集まり、稲田会長より講演して頂いた。山頂行事のみが県山協の行事であるという

認識で良い。
　　「会報編集」（遠藤 俊一）
　　　・今年度は６回発行。
 （５）令和５年度各専門委員会の事業計画と予算案
　　「指導技術委員会」（堀口委員長）
　　　・昨年度と変わりなし。
　　「遭難対策委員会」（中村委員長）
　　　・例年通り３回の安全登山講習会を企画。
　　　・６月に全国遭難対策協議会が予定されている。

令和４年度第３回理事会議事概要
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汚すまい、この道、この山、この川

　　「自然保護委員会」（伊藤委員長）
　　　・ウイルス感染の状況を考慮しつつJMSCA自然保護委員会出前講座による自然保護研修を予定。
　　　・６月23日～25日　新潟トレイルランナーズ大会立会い
　　「登山普及委員会」（渡辺委員長）
　　　（令和５年度事業計画（案））
　　　　５月21日（日）　　　　　　飯豊連峰　大境山　1,102m（山形県小国町）
　　　　９月２日（土）～３日（日）海谷山塊　駒ヶ岳　1,487m（糸魚川市）
　　　　11月３日（金）　　　　　　六日町　　金城山　1,369m（南魚沼市）
　　「競技委員会」（田中委員長）
　　　　４月１日（土）　　　　　　ビレー講習会（北信越国体のビレーヤー６名）　　　　　
　　　　４月23日（日）　　　　　　新潟カップ（県予選会）
　　　　５月20日（土）　　　　　　北信越５県代表者会議
　　　　７月29日（土）～30日（日）北信越国体
　　　　10月８日（日）～10日（火）鹿児島国体
　　　・ その他は昨年と同様だが、新たに「ボルダリング体験会」を３ケ月に１回程度設定。（競技者の底

辺拡大が目的）
　　「弥彦山たいまつ登山祭委員会」（楡井委員長）
　　　・ ５月中旬にたいまつ登山実施の可否を決め、それを受けて第１回委員会を開催する。
　　　　また、10月にゴミ拾い等のボランティア登山を予定している。
　　「会報編集委員会」（大場委員長）
　　　・５月から隔月で年６回、新山協ニュースの発行を予定している。
　　（その他）
　　　・ 登山普及委員会ではこれまで参加費を徴収していなかったが、経費がかかっているので今後は参加

費を徴収する。
（６） 一般会計決算報告及び予算案（事務局）
　　・ ４月１日の競技委員会行事、ビレー講習会受講料、旅費は北信越国体に係るものなので県山協が負担

する。
（７） その他（今井理事長）
　　・ ＪＭＳＣＡ登山月報No.647に、理事会議事録として、「ＵＡＡＡ（アジア山岳連盟）創立30周年記念

大会を新潟県山岳協会がやりたいと希望している」と掲載された。その様な事実は無いため、ＪＭＳ
ＣＡに事実確認したところ以下の回答が有った。

　　（ＪＭＳＣＡの回答）
　　　・各県に誤記の旨メールする。
　　　・登山月報に訂正文を掲載する。
（８）各専門委員会監査（各委員長、監事）


